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富士河口湖町における自然公園法を考慮した視点場構築の試み
山梨大学教育人間科学部尾藤章雄
本研究の目的富士河口湖町は山梨県南東部の富士山北麓に位置する面積158.51平方キ口、人口25899人の町である
（平成21年2月1日現在）。 富士五湖のうち4つの湖を町域内に持ち、富士山観光の中心地として毎年1260万人の観光客が訪
れる。平成16年の景観法制定に伴い、富士河口湖町では県内の先鞭を切る形で景観条例の設定を進め、住民2千人を対象
としたアンケート調査、ワークショップなどを行ってきたが、発表者はNPO法人CCCMの一員として、この景観条例の各種調査
に参画した。町域は富士箱根伊豆国立公圏内にあり、美しい景観を守るため自然公園法を中心とした各種の厳しい開発規制
がかけられている。このたびは ESRI社のArcGIS9.2 と力シミール3D を使用して、関連する規制内容を詳細に検討した上で、
これらすべてに抵触しない形で優れた景観を手軽に楽しめる新たな視点場の構築を試みた。
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視点場として想定する展望休憩施霞（予想図）
1富士山の壮麗な山体と富士五湖の両方を傭瞭でき
る。→富士山の標高1200m以上の部分と河口湖、西
湖、精進湖、本栖湖のいづれかの湖面を同時に見るこ
とができる位置であること。（図1 ） 
2 富士箱根伊豆国立公圏内で自然環境の保全に留
意し、新たな施設の設置によって周辺に及ぼす影響が
最小限である。→町域にかかる自然公園法、文化
財保護法の規制区域・内容に抵触せず、開発可能な場
所であること。（図2・図3 の。印 ）
3駐車スペースを完備し、約200坪程度の広がりを持
つ休憩施設を持つ。→ 25m四方の方形区画を持ち、
中に小さな東屋程度の休憩所を整備できること。周辺
に民間による開発を誘発する可能性があるので、都市
計画法の定めと知事の指定する建坪率・容積率の規
制が緩いこと。（図4の。印 ）
4 施設への車の誘導ができるよう案内板等を設置で
きる→屋外広告物の規制に抵触せず、施設入り口
の道路際には誘導看板、施設内には案内看板を設置
可能であること。（図5の。印 ）
5 自家用車だけでなく、大型パス等での来訪者でもア
クセスしやすい道路に面している。→既存道路際およ
び道路から僅かな距離に位置する建築物のない平坦
地であること。 （図7 ) 
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図 4図 2
富士山と湖面が同時に見える場所
（図1）に各種の法的な規制（図2
～図5）を重ね、いずれにも抵触し
ない視点場の開発適地が図6のよ
うに見いだされた。
一一一一令．．視点場の開発適地
一ー一 湖水峨
一一 道路
視点場の開発適地
、愈r
白 1,6003,200 8,400メ－＋）＼，
51 
図 6
一一一一砂
図 8
図 9
裕 一三開発沼地／八～～~一一一，ーf’
了｛ソ寸もit~ 
～ヰY 』 ＝－－ bー，ヶ戸~~·－／~~
吋 M F 『 f『巳
{,aヂ可ヘ／，.，.／ ~／二
~, _ ＿.ノ
／〆 仁コ開発適地
~ ---r/,r-- :::: i:a••• 山，..
図 10
図6に国土地理院の提供する基盤地図
情報の道路情報（図7）を重ねて既存の
道路が接する最終的な開発適地を探し
た結果、「河口湖東部」「河口湖西部」
「西湖」（図8～図10）のそれぞれから、
A～Eの5地点を抽出した。
A地点
幹線道路である国道137号に至近で、町
域を通過する車からも利用しやすい。市街
地が近景、湖面と富士山を遠景として怖献
することができ、市街地の美しい夜景が魅
力となる可能性がある。
C地点
河口湖と西湖を結ぶ県道に沿っており、
わずかな登りを要するが湖岸から至近の
位置にある。手前の山並みが富士山を隠
しながら、湖面には対岸の僅かな明かりが
輿を添える。周囲にも景観にも人工物が少
なく、静かな展望が期待できる。
E地点
西湖の西端で県道沿いであるが、湖面と
富士山は約90度異なる方向に見える。西
湖の民宿村や癒しの里に至近なので、青
木ヶ原樹海の木々の合聞から湖面や富士
山を交互に望む、変化に富んだ散策路を
整備できる可能性虚盈金旦
B地点
旧街道『御坂みち』の峠越えの位置にあ
り、景観に歴史的な意味合いを持たせるこ
とができる。目の下に河口湖温泉街と湖面
が大きく広がり、富士山が大きく眼前に迫
り、逆さ富士も楽しめる。宿泊客の気楽な
散策路として整備できる可能性がある。
D地点
西湖北岸で県道からはかなりの登りを要
するが、青木ヶ原樹海の向こうに富士山が
広がる雄大な景観が得られる。傾斜地を
含むが視点場は広くとれるので、展望公園
のような面的な整備も可能である。
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想定される視点場
からの展望
（力シミー ル30により描画）
